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論 文 の 要 旨 
審査対象論文「FPGA design based on a new OpenCL modeling（OpenCL モデルに基づく FPGA 設計に
関する研究）」は、計 6章で構成されており、各章の内容は以下の通りである。 
 第 1章では、FPGA開発における問題点を議論するにあたり、高位合成言語と低合成言語の違いにつ
いて述べている。審査対象論文は題目の通り、OpenCL 言語という高位合成言語による FPGA 開発方法
について論述したものである。そこで、研究背景を含めこの目的の重要性を紹介し、次章以降の論文
の課題と構成を紹介している。 
 第 2章では、本論文中で用いる OpenCL言語について述べている。そして、高位合成言語と FPGAで
採用している細粒度アーキテクチャとの隔たりについて述べ、設計容易性だけでなく演算性能を高め
るという観点での高位合成言語の利用について、現在の技術課題について整理している。 










 第 6章では，各章で得られた結論を総括している。 
 
















べている。そして、これらの検証を通して、FPGA 設計における OpenCL 言語による設計の効果につい
てまとめている。 
【最終試験の結果】 
令和 2年 2月 4日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著者
に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員に
よって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
 
